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活動方針 『親睦の輪が一番』

第 2908 回 2025年 7月 29 日（火） 例会

会長 武田 茂
幹事 金井 みさき

司会 三浦 高義会員
ロータリーソング斉唱 「四つのテスト」（S.L.：松川健治会員）
ゲスト/ビジター 座間ロータリークラブ 会長 古木普総様

幹事 山田和彦様
磯部芳彦様

会長の時間

幹事報告
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本日、お越しいただいている座間RCの会長の古木さん、幹事の山田さん、暑い
中良くお訪ね下さいました。
古木会長は私の息子と同い年で、座間の鈴鹿明神社の代表でございます。
8年ほど前、私が1回目の会長をしている時、古木さんのお父様が代表でございま
した。
昨日、大和、座間、大和中、大和田園の四クラブで会長幹事会が行われました。
8年前の会長を務めさせている時とは違って通信手段が様変わりをしてラインメ
ールが非常に役立っています。
今年度の会長幹事は皆仲良く月一度の集まりが楽しみであります。
時代はどんどん変化しています。置いていかれないように頑張ります!

【報告】・来週の例会は、桑原会員の卓話です。
・8月12日（火）19時からきままで納涼カラオケ会を開催します。
・地区大会の本会議は、９月7日（日）伊勢原市民文化会館で開催されます。

【ポスティング】 ・次第
・週報

【回覧】・地区大会出欠確認表 締め切り日は、本日です。
・納涼カラオケ会出欠表
・大和市民まつりお礼状
・ロータリー
・クラブ・地区支援リソース集2025-2026年度版



本日 ￥37,000 累計 ￥70,000

例会日 回 会員数 出席 出席率 欠席 欠席者名

7月15日 前々回 29(5) 15 57.69 11 古川・伊藤・本田・石高・田辺・相原・川本・引田・桑原・谷田・小林

7月29日 前回 29(5) 18 69.23 8 石高・田辺・相原・川本・引田・桑原・谷田・赤津

8月 5日 本日 29(5)

大和ロータリークラブ事務局
［大和商工会議所内］

TELL｜046-263-7926
MAIL｜jimukyoku@yamato-rc.org
公式 HP｜https://yamato-rc.org/  

スマイルBOX

今後の予定
例会場｜北京飯店 4F
例会日｜毎週火曜 12:30-13:30

8月12日(火) 取止め例会

8月19日(火) 取止め例会

8月26日(火) 18:30 夜間例会（於：北京飯店）

座間ロータリークラブ会長古木普総様、幹事山田和彦様：本日は表敬訪問でお伺いさせて頂きました。日頃よりスポンサークラブ
であります大和クラブの皆様には大変お世話になっております。1年間どうぞ宜しくお願い致します。
座間ロータリークラブ磯部芳彦様：お暑ございます。本日は弊クラブ監事として、新会長・幹事の業務監査で参りました。
（ウソです、本当は出席の補填です。）よろしくお願いします。
武田茂会長：座間ロータリーの会長古木さん、幹事山田さん、磯部さんよく暑い中いらっしゃいました。楽しんで下さい。
金井みさき幹事：座間ロータリークラブ古木会長、山田幹事お越しいただきありがとうございます。
楽しんでいって下さい。
古木通夫会員：母晶子のお通夜・告別式に沢山の皆様おいでいただきありがとうございました。
104才9ヶ月天寿を全うしました。
本田誠一会員：いい陽気ですねー。座間ロータリークラブ古木会長様、山田幹事様、暑い中ご来訪
ありがとうございます。本日は私の卓話の予定です。お聞き苦しいと思いますが、よろしくお願い致します。
冨岡弘文会員：座間RC古木会長、山田幹事、磯部パストガバナー補佐まで、ようこそいらっしゃいました。
私と同期会長だった厚木RC黒柳さんのお別れ会に東京会館まで行って参りました。大きい会社で驚きました。
田中秀基会員：本日参加直前に、店の前で熱中症と思われる方が倒れておられ、救急車を呼びました。
暑いです。皆様健康に気を付けて下さいませ。
佐々木祐会員：本田さんの卓話楽しみにしております。
吉岡善一会員：座間RC古木会長、山田幹事ようこそいらっしゃいました。磯部様お久しぶりです。本田会員卓話楽しみにしてます。

（ ）内は出席免除者数

「循環のエネルギー」卓話

本田誠一会員

今の世の中、「循環」というエネルギーがうまく回っていないと感じます。
金城まみさんというシズル看板アーティストに描いていただいた絵は、エネルギーの循環を
表しています。
何のために生まれてきたのか、と考えるうちに、求めるよりも求められる人になりたい、と
思うようになりました。
目指してきたことは、地域一番店です。

「儲かる」とは、「生きるということ」

せっかくこの世に生を受けて、そして何のために生まれてきたのか。
みんなに愛されるような人になりたい、愛される技術者になりたい、愛される経営者になりたい。
その結果、自分を信頼してくれて働いてくれたり、お客様として来ていただいたりする。
それが「儲かる」という形だと思います。

「Ikigai」（生きがい）が、世界的な言葉になっています。

「好きな事」「世界が求める事」「稼げる事」「得意な事」、そこに存在する情熱と使命と天職と専門性。
この中でエネルギーを循環させていくことが、生きがいになっていきます。

自分の仕事を、美容道、理容道だと思い、道具を大切にし、充実した環境を整え、所作と礼儀正しさを
追究し続けています。
身のこなしや所作がきれいで絵になるようでないと、人の心を打つことはありません。
所作がきちんとしていれば、世界の中で日本人の格も上がると信じています。

最後に。今、大変だということは、次はよくなることの準備であり、今、いいということは、次は大変なことがあるだろうから、
その準備であり、そのまわりまわっていくことが、生きがいということになると思います。
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